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年月日 時間 センサス区間および標高 距離(km) 
2015/6/13 08:10~09:02 岩倉沢 579m～鉢森沢 528m 2.33 
 09:07~09:57 鉢森沢 528m～岩倉沢 579m 2.33 
 10:10~11:09 ウシロ沢 565m～岩倉沢 579m 3.06 
 11:13~12:16 岩倉沢 579m～ウシロ沢 565m 3.06 
 13:48~15:15 ウシロ沢 565m～経塚山二合目 718m 2.13 
 15:17~16:32 経塚山二合目 718m～ウシロ沢 565m 2.13 
2015/6/14 06:26~08:00 夏油温泉 579m～駒ヶ岳四合目 997m 1.98 
 08:05~09:48 駒ヶ岳四合目 997m～駒ヶ岳 1130m 2.23 
 10:00~11:42 駒ヶ岳 1130m～駒ヶ岳四合目 997m 2.23 
 12:07~13:36 駒ヶ岳四合目 997m～夏油温泉 579m 1.98 
2015/7/4 05:37~07:17 駐車場 572m～丸子峠 973m 1.45 
 07:25~08:47 丸子峠 973m～鷲ケ森山 1207m 1.38 
 09:00~10:22 鷲ケ森山 1207m～丸子峠 973m 1.38 
 10:30~11:48 丸子峠 973m～駐車場 572m 1.45 
2015/7/16 06:05~07:04 登山口 626m～牛形山四合目 865m 1.05 
 07:04~08:59 牛形山四合目 865m～牛形山 1339m 1.78 
 09:00~10:46 牛形山 1339m～牛形山四合目 865m 1.78 
 10:46~11:38 牛形山四合目 865m～登山口 626m 1.05 
 13:34~14:22 岩倉沢 579m～鉢森沢 528m 2.33 
 14:23~15:11 鉢森沢 528m～岩倉沢 579m 2.33 
2015/12/2 07:50~08:50 鉢森沢 528m～岩倉沢 579m 2.33 
 08:50~09:51 岩倉沢 579m～ウシロ沢 565m 3.06 
 10:01~11:00 ウシロ沢 565m～岩倉沢 579m 3.06 
 11:03~11:55 岩倉沢 579m～鉢森沢 528m 2.33 
2016/6/29 07:08~08:38 夏油川 674m～経塚山五合目 1029m 1.05 
 08:38~10:44 経塚山五合目 1029m～経塚山 1372m 2.00 
 10:55~12:44 経塚山 1372m～経塚山五合目 1029m 2.00 
 12:47~13:53 経塚山五合目 1029m～夏油川 674m 1.05 
2016/7/23 04:57~05:42 岩倉沢 579m～鉢森沢 528m 2.33 
 05:46~06:40 鉢森沢 528m～岩倉沢 579m 2.33 
 08:08~09:20 ウシロ沢 565m～岩倉沢 579m 3.06 























































































年              
月日              
種名＼調査区間 $ % * - . & ' ( ) $ + , $ %
ヤマドリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・
キジバト   ・      ・  ・ ・  
アオバト  ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
ジュウイチ ・ ・ ・ ・    ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ホトトギス   ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・   
ツツドリ   ・  ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
カッコウ ・ ・ ・ ・ ・     ・ ・ ・ ・ ・
クマタカ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
コゲラ ・ ・ ・   ・ ・ ・ ・  ・ ・  
オオアカゲラ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・  ・
アカゲラ ・     ・ ・   ・   ・ ・
アオゲラ ・   ・    ・ ・ ・ ・  ・ ・
モズ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・  ・ ・ ・
カケス     ・       ・  ・
ホシガラス ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・  ・ ・
ハシブトガラス   ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
コガラ  ・ ・ ・ ・  ・     ・ ・ ・
ヤマガラ       ・  ・   ・ ・ 
ヒガラ       ・       
シジュウカラ             ・ 
ヒヨドリ  ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・  
ウグイス        ・      
ヤブサメ ・      ・ ・   ・ ・ ・ ・
エナガ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
エゾムシクイ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・
センダイムシクイ       ・ ・  ・ ・  ・ ・
メジロ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
ゴジュウカラ ・ ・ ・       ・ ・  ・ 
ミソサザイ    ・    ・ ・ ・    ・
カワガラス ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
マミジロ ・ ・ ・ ・   ・   ・ ・ ・ ・ ・
トラツグミ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
クロツグミ  ・ ・ ・ ・  ・  ・ ・ ・ ・ ・ 
コルリ  ・      ・ ・ ・ ・  ・ ・
キビタキ              
オオルリ       ・  ・   ・  
キセキレイ      ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・
ビンスイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・  ・ ・
ウソ ・ ・ ・ ・  ・  ・  ・ ・  ・ ・
ホオジロ ・   ・ ・ ・  ・ ・  ・ ・ ・ ・
ノジコ  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
クロジ ・ ・ ・     ・  ・   ・ ・
種数              
個体数合計              


























































































































































































































































表 2．出現鳥類一覧。季節型は Rが留鳥、Sが夏鳥、Wが冬鳥。 
日本鳥学会(注)と著者の観察結果をもとに判断した。 
科名 種名 学名 季節型
キジ科 ヤマドリ Syrmaticus soemmerringii R 
ハト科 キジバト Streptopelia orientalis R 
 アオバト Treron sieboldii R 
カッコウ科 ジュウイチ Hierococcyx hyperythrus S 
 ホトトギス Cuculus poliocephalus S 
 ツツドリ Cuculus optatus S 
 カッコウ Cuculus canorus S 
ヨタカ科 ヨタカ Caprimulgus indicus S 
タカ科 ノスリ Buteo buteo R 
 クマタカ Nisaetus nipalensis R 
カワセミ科 アカショウビン Halcyon coromanda S 
キツツキ科 コゲラ Dendrocopos kizuki R 
 オオアカゲラ Dendrocopos leucotos R 
 アカゲラ Dendrocopos major R 
 アオゲラ Picus awokera R 
モズ科 モズ Lanius bucephalus R 
カラス科 カケス Garrulus glandarius R 
 ホシガラス Nucifraga caryocatactes R 
 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos R 
シジュウカラ科 コガラ Poecile montanus R 
 ヤマガラ Poecile varius R 
 ヒガラ Periparus ater R 
 シジュウカラ Parus minor R 
ツバメ科 イワツバメ Delichon dasypus S 
ヒヨドリ科 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis R 
ウグイス科 ウグイス Cettia diphone S 
 ヤブサメ Urosphena squameiceps S 
エナガ科 エナガ Aegithalos caudatus R 
ムシクイ科 エゾムシクイ Phylloscopus borealoides S 
 センダイムシクイ Phylloscopus coronatus S 
メジロ科 メジロ Zosterops japonicus R 
ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ Sitta europaea R 
ミソサザイ科 ミソサザイ Troglodytes troglodytes R 





科名 種名 学名 季節型
ヒタキ科 マミジロ Zoothera sibirica S 
 トラツグミ Zoothera dauma R 
 クロツグミ Turdus cardis R 
 アカハラ Turdus chrysolaus R 
 ツグミ Turdus naumanni W 
 コルリ Luscinia cyane S 
 キビタキ Ficedula narcissina S 
 オオルリ Cyanoptila cyanomelana S 
セキレイ科 キセキレイ Motacilla cinerea R 
 セグロセキレイ Motacilla grandis R 
 ビンズイ Anthus hodgsoni S 
アトリ科 アトリ Fringilla montifringilla W 
 マヒワ Carduelis spinus W 
 ウソ Pyrrhula pyrrhula R 
 シメ Coccothraustes coccothraustes R 
ホオジロ科 ホオジロ Emberiza cioides R 
 カシラダカ Emberiza rustica W 
 ノジコ Emberiza sulphurata S 
 クロジ Emberiza variabilis S 
  注）日本鳥学会（2012）日本鳥類目録改訂第 7版．日本鳥学会．三田． 
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Bird Communities of Geto, Iwate Prefecture
Yoshio KANEKO 
Abstract 　　 Geto, located in Iwate Prefecture, is famous for its vast beech forest, where bird 
communities were investigated in 2015 and 2016. Fifty three species belonging to 23 
families were observed. The most dominant species was Fecedula narcissina , followed 
by Cettia diphone , Parus minor , Periparus ater , Cyanoptila cyanomelana , Luscinia 
cyane  and Phylloscopus coronatus . The area was divided into two parts, above and 
under 1,000 meters altitude. The lower altitudinal area was dominated by Ficedula 
narcissina , Parus minor , Cyanoptila cyanomelana  and Periparus ater . On the other 
hand, the higher altitudinal area was dominated by Cettia diphone , Luscinia cyane, 
Parus minor  and Emberiza variabilis . I concluded that Geto area as a whole maintains 
bird communities typical to beech forests with dense understory.
Key words 　　Geto, beech forest, bird communities, dominant species
